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王
通
の
「
續
經
」
―
―
經
學
と
史
學
の
間

福
谷

彬

は
じ
め
に

「
文
中
子
」
の
諡
で
知
ら
れ
る
王
通
（
五
八
四
～
六
一
八
）
は
、「
隋
代
を
代
表
す
る
大
儒
」
と
呼
ぶ
に
は
、
な
ん
と
も
と
ら
え
ど
こ
ろ
の

な
い
人
物
で
あ
る
。
王
通
は
傍
系
で
は
あ
る
が
名
族
の
太
原
王
氏
の
出
で
、
彼
の
學
問
の
淵
源
は
、
代
々
の
家
學
で
あ
っ
た

。『
隋
書
』

（1）

に
は
彼
の
傳
は
な
く
、
そ
れ
は
彼
の
生
前
の
穢
行
が
原
因
で
削
除
さ
れ
た
た
め
と
の
説
が
あ
る
が

、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
事
情
な
の
か

（2）

判
然
と
し
な
い

。
代
表
的
な
著
作
と
し
て
「
續
六
經
」（
『
續
書
』
、『
續
詩
』、『
易
贊
』、
『
元
經
』
、『
禮
書
』、
『
樂
書
』）
と
呼
ば
れ
る
六

（3）

經
の
後
繼
を
目
指
し
た
著
作
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
唐
代
に
は
既
に
滅
ん
で
い
た
よ
う
で
、
以
降
は
『
中
説
』
と
い
う
王
通
と
弟
子
た
ち

と
の
問
答
を
記
す
著
作
を
殘
す
の
み
で
あ
る

。
そ
の
『
中
説
』

の
問
答
に
は
、
後
に
唐
代
の
名
臣
と
し
て
活
躍
す
る
賢
人
が
多
數
登
場

（4）

（5）

す
る
が
、
當
人
た
ち
の
文
章
に
は
何
ら
文
中
子
に
關
す
る
記
述
が
見
出
せ
な
い
こ
と
や

、
明
ら
か
な
時
代
と
の
食
い
違
い
な
ど
か
ら
、

（6）

宋
代
に
は
彼
ら
が
本
當
に
王
通
の
弟
子
で
あ
っ
た
の
か
怪
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
そ
し
て
何
よ
り
、
自
ら
を
孔
子
に
擬
え
、

（7）

六
經
の
續
編
を
書
き
、
そ
れ
を
弟
子
た
ち
に
教
授
し
、
體
裁
ば
か
り
か
口
調
ま
で
『
論
語
』
を
模
倣
し
た
著
作
を
殘
す
、
と
い
う
活
動
自
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體
が
、
篤
實
な
儒
者
と
呼
ぶ
に
は
、
ど
こ
と
な
く
胡
散
臭
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
が
、
王
通
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

一
方
で
、
唐
代
以
降
、
彼
の
信
奉
者
は
決
し
て
少
な
く
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
唐
代
の
皮
日
休
、

陸
龜
蒙
、
司
空
徒
、
そ
し
て
宋
初
の
柳
開
、
石
介
、
南
宋
の
陳
亮
な
ど
が
、
多
く
の
者
が
孟
子
と
並
べ
て
、
あ
る
も
の
は
更
に
揚
雄
、
あ

る
い
は
韓
愈
な
ど
と
並
べ
て
、
王
通
の
こ
と
を
道
の
繼
承
者
と
し
て
高
く
評
價
し
て
い
た
。
池
田
恭
哉
氏
の
研
究
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ

う
に

、
こ
れ
ら
の
道
統
論
的
な
枠
組
み
で
論
じ
ら
れ
る
際
の
王
通
は
、
單
に
ひ
た
む
き
な
儒
者
と
し
て
の
王
通
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た

（8）

往
々
に
し
て
唐
代
の
名
臣
を
育
成
し
た
と
い
う
虛
像
を
ま
と
っ
て
お
り
、
彼
の
思
想
と
十
分
に
向
き
合
っ
た
上
で
の
評
價
と
い
う
わ
け
で

は
必
ず
し
も
な
い
。

こ
れ
に
對
し
、
本
稿
で
は
、
『
中
説
』

に
登
場
す
る
續
經
の
著
作

、
特
に
、「
續
書
」
を
取
り
上
げ
る
。
と
い
う
の
も
、
南
宋
の
陳
亮

（9）

（10）

の
漢
唐
尊
崇
の
姿
勢
や
、
清
代
の
章
學
誠
の
「
六
經
皆
史
」
説
な
ど
は
、
王
通
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き

た
よ
う
に
、
『
中
説
』
の
後
世
の
影
響
を
論
ず
る
上
で
、
重
要
な
の
は
「
續
書
」
を
中
心
と
す
る
歷
史
思
想
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
點
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
『
中
説
』
に
對
す
る
言
及
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、『
中
説
』
は
あ
く
ま
で
彼
ら

の
思
想
形
成
の
材
料
と
し
て
し
か
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
現
存
す
る
『
中
説
』
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、

王
通
の
「
續
經
」
の
構
想
を
再
構
成
し
つ
つ
、
王
通
が
經
書
と
史
書
を
ど
の
よ
う
に
關
連
つ
け
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。
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一
．『
續
書
』
の
體
例
の
體
系
性

王
通
の
續
經
の
構
想
に
つ
い
て
、
詳
細
に
論
じ
た
の
は
平
岡
武
夫
氏
の
『
經
書
の
傳
統
』
で
あ
る
。
平
岡
氏
は
、『
中
説
』
だ
け
で
な

く
、
王
通
の
孫
の
王
勃
の
「
續
書
序
」、
楊
炯
の
王
勃
の
文
集
へ
の
序
文
で
あ
る
「
王
子
安
集
原
序
」
な
ど
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
王

通
の
續
經
に
つ
い
て
わ
か
る
事
柄
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
六
朝
時
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
續
經
の
著
作
が
續
々
と
作
ら
れ
て
い
っ
た
時

代
狀
況
と
と
も
に
論
じ
た
。
い
ま
、
平
岡
氏
が
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
事
柄
の
概
要
を
示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①

『
續
書
』
が
扱
う
事
柄
は
漢
の
統
一
に
始
ま
り
、
西
晉
の
武
帝
末
年
に
終
わ
り
、
こ
れ
以
降
を
『
元
經
』（
『
春
秋
』
の
續
編
）
が
扱

っ
た
。
も
と
百
二
十
篇
だ
っ
た
が
、
王
勃
が
こ
れ
を
二
十
五
卷
へ
と
編
集
し
た
。
現
行
本
は
十
卷
で
各
篇
に
章
題
が
付
い
て
お
り
、

こ
の
體
裁
に
至
る
ま
で
は
、
王
氏
一
族
や
宋
代
の
阮
逸
に
因
る
改
定
を
經
て
い
る
。

②

『
續
書
』
の
記
事
の
多
く
は
、
漢
魏
の
詔
勅
の
類
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
『
中
説
』
で
は
兩
漢
の
名
君
七
人
（
文
帝
・
武
帝

・
宣
帝
・
光
武
帝
・
明
帝
・
章
帝
）
を
「
七
制
之
主
」
と
稱
す
る
に
よ
う
に
、『
續
書
』
は
こ
れ
ら
を
特
に
顯
彰
す
る
意
圖
が
あ
っ
た
。

③

『
續
書
』
に
は
、
皇
帝
と
し
て
の
道
理
を
示
す
形
式
と
し
て
、
制
・
詔
・
志
・
策
と
い
う
區
別
が
あ
り
、
臣
下
と
し
て
の
道
理
を
示

す
形
式
と
し
て
命
・
訓
・
對
・
贊
・
議
・
誡
・
諫
（
そ
れ
に
事

）
と
い
う
區
別
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
形
式
は
、「
郅
惲
之
事
」「
桓
榮

（11）

之
命
」
の
よ
う
に
、『
續
書
』
の
篇
名
の
一
部
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
續
書
』
の
右
の
よ
う
な
體
例
は
、『
尚
書
』
の
體
例
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
孔
穎
達
は
『
尚
書
』
の
體
例

を
典
・
謨
・
貢
・
歌
・
誓
・
誥
・
訓
・
命
・
征
・
範
の
十
個
に
分
類
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、『
尚
書
』
中
で
一
回
し
た
登
場
し
な
い
個
別

の
體
例
を
除
け
ば
、
典
・
謨
・
誓
・
誥
・
訓
・
命
と
な
る
。
訓
と
命
以
外
は
『
續
書
』
の
新
し
い
體
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
續
書
』

は
『
尚
書
』
の
後
繼
を
目
的
と
し
た
書
で
あ
る
が
、
多
く
の
體
例
を
踏
襲
し
な
い
點
は
一
見
奇
妙
に
思
わ
れ
る
。
新
し
い
體
例
に
は
ど
の

よ
う
な
意
圖
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
「
制
」
に
つ
い
て
の
『
中
説
』
の
言
及
を
見
て
み
た
い
。

文
中
子
「
帝
者
の
制
は
、
廣
大
で
す
べ
て
の
も
の
を
包
み
込
む
。
そ
の
大
制
が
あ
れ
ば
、
天
下
を
統
べ
て
分
裂
さ
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

上
に
居
る
も
の
は
靜
か
に
動
か
ず
、
下
に
居
る
も
の
も
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
氣
に
か
け
な
い
。
天
下
が
危
う
く
な
れ
ば
、
天
下
と
と
も

に
こ
れ
を
鎭
め
る
。
天
下
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、
天
下
と
と
も
に
こ
れ
を
正
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
變
化
す
る
な
か
で
も
、
常
に
中
庸
を

守
る
。
卓
然
と
し
て
け
っ
し
て
動
か
な
い
の
か
。
感
じ
て
全
て
に
通
じ
る
の
か
。
こ
れ
を
「
帝
制
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。」

文
中
子
曰
。
帝
者
之
制
、
恢
恢
乎
其
無
所
不
容
。
其
有
大
制
、
制
天
下
而
不
割
乎
。
其
上
湛
然
、
其
下
恬
然
。
天
下
之
危
、
與
天
下

安
之
。
天
下
之
失
、
與
天
下
正
之
。
千
變
萬
化
、
吾
常
守
中
焉
。
其
卓
然
不
可
動
乎
。
其
感
而
無
不
通
乎
。
此
之
謂
帝
制
矣
。（
『
中

説
』
卷
四
「
周
公
」
篇
）

こ
こ
に
「
帝
者
の
制
」
と
い
う
表
現
が
見
え
、
こ
れ
は
天
下
を
統
べ
て
、
分
裂
さ
せ
な
い
機
能
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
る
。
『
史
記
』
太

史
皇
本
紀
に
は
始
皇
帝
の
時
代
に
「
命
」
を
「
制
」
と
、「
令
」
を
「
詔
」
と
稱
す
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り

、
ま
た
、
後
漢

（12）

の
蔡
邕
『
獨
斷
』
に
も
「
制
書
、
帝
者
制
度
之
命
也
」
と
あ
る
。
ま
た
『
中
説
』
は
漢
の
帝
制
は
、
秦
を
繼
承
し
た
も
の
と
考
え
て
い
た

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば

、『
續
書
』
は
、
秦
以
降
の
用
法
で
あ
る
、
皇
帝
が
定
め
た
法
令
、
天
下
へ
向
け
た
號
令
を
意
味
す
る
言
葉
と
い
う

（13）

意
識
で
、
こ
の
「
制
」
と
い
う
體
例
を
定
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蔡
邕
『
獨
斷
』
に
は
他
に
も
百
官
に
命
じ
た
命
令
を
「
詔
」
と
し
て
説
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明
し
て
い
る

。
以
上
か
ら
、「
制
」「
詔
」
と
い
う
體
例
は
、『
尚
書
』
の
體
例
の
形
式
的
な
繼
承
よ
り
も
、
漢
代
的
用
法
を
優
先
し
た
も

（14）

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
の
體
例
に
つ
い
て
も
、『
續
書
』
中
か
ら
そ
の
意
圖
が
う
か
が
わ
れ
る
箇
所
を
以
下
の
よ
う
に
列

舉
す
る
。

①

賈
瓊
「
『
續
書
』
の
「
制
」
は
な
い
の
に
「
命
」
が
あ
る
部
分
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
の
で
す
か
。」
文
中
子
「
天
下
に
王
は
存
在
感

が
な
く
、
臣
下
が
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。」
賈
瓊
「
兩
漢
に
「
制
」
と
「
志
」
の
兩
方
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
す

か
。」
文
中
子
「
「
制
」
と
は
民
を
救
濟
す
る
こ
と
に
、
完
璧
に
美
を
盡
く
す
（
『
論
語
』
八
佾
）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
志
」

と
は
民
に
必
要
な
物
資
を
も
た
ら
せ
ず
（
『
周
易
』
繫
辭
上
傳
）、
責
任
を
感
ず
る
（
『
尚
書
』
仲
虺
之
誥
）
と
い
う
こ
と
か
。

賈
瓊
曰
。
書
無
制
而
有
命
、
何
也
。
子
曰
。
天
下
其
無
王
而
有
臣
乎
。
曰
。
兩
漢
有
制
志
、
何
也
。
子
曰
。
制
、
其
盡
美
於
恤
人
乎
。

志
、
其
慚
德
於
備
物
乎
。（
『
中
説
』
卷
五
「
問
易
」
篇
）

②

『
續
書
』
が
叔
恬
に
質
問
し
た
。
「
『
續
書
』
に
「
「
志
」
と
「
詔
」
が
あ
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
」
叔
恬
が
文
中
子

に
尋
ね
た
。
文
中
子
「
「
志
」
と
は
そ
れ
に
よ
っ
て
道
を
行
い
、
口
で
言
っ
て
志
を
宣
言
す
る
。「
詔
」
と
は
王
者
の
志
を
あ
ら
わ
す

か
。」

程
元
問
叔
恬
曰
。
續
書
之
有
志
有
詔
、
何
謂
也
。
叔
恬
以
告
文
中
子
。
子
曰
。
志
以
成
道
、
言
以
宣
志
。
詔
其
見
王
者
之
志
乎
。
其

恤
人
也
周
、
其
致
用
也
悉
。
一
言
而
天
下
應
、
一
令
而
不
可
易
。
非
仁
智
博
達
、
則
天
明
命
、
其
孰
能
詔
天
下
乎
。（
『
中
説
』
卷
五

「
問
易
」
篇
）

③

文
中
子
「
「
事
」
と
「
命
」
の
關
係
は
、
ち
ょ
う
ど
「
志
」
と
「
制
」
の
關
係
の
よ
う
な
も
の
だ
。
仁
義
が
心
の
底
か
ら
出
る
の
で
な
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く
て
は
、
世
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

子
曰
。
事
之
於
命
也
、
猶
志
之
有
制
乎
。
非
仁
義
發
中
、
不
能
濟
也
。（
『
中
説
』
卷
五
「
問
易
」
篇
）

蔡
邕
『
獨
斷
』
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
制
」
は
百
官
だ
け
で
な
く
、
廣
く
民
衆
を
も
對
象
と
す
る
法
令
で
あ
る
の
に
對
し
、「
詔
」
は
百

官
へ
向
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
①
②
を
見
れ
ば
、
「
詔
」
は
百
官
へ
向
け
て
命
令
と
し
て
實
際
に
出
さ
れ
た
言

葉
、「
志
」
と
は
史
書
に
記
錄
さ
れ
る
、
皇
帝
が
發
し
た
言
葉
の
中
で
、
命
令
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
③
で
説
明
さ
れ
る
「
事
」「
命
」
の
關
係
性
も
見
え
て
く
る
の
で
あ
り
、「
志
」
と
「
制
」
の
關
係
は
、「
志
」

が
皇
帝
の
願
い
・
構
想
で
あ
る
の
に
對
し
、「
制
」
と
は
實
際
の
命
令
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
命
」
が
『
尚
書
』
で
は
特
定
の
臣
下
へ
の

命
令
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
事
」
と
は
、
皇
帝
が
特
定
の
臣
下
と
相
談
し
た
際
の
言
葉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の
推
測

が
妥
當
と
考
え
る
の
は
、
以
下
の
『
中
説
』
の
別
の
記
述
と
も
整
合
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

④

文
中
子
「（
『
續
書
』
の
）「
事
」
と
い
う
の
は
仁
義
に
よ
っ
て
相
談
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
天
子
に
は
必
ず
師
が
い
る
と
い
っ
て
も
、

ど
う
し
て
一
人
の
人
物
だ
け
で
よ
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
道
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
天
下
の
身
を
も
っ
て
天
下
の
教
え
を
受
け
、
天
下
の

道
を
得
て
、
天
下
の
務
め
を
な
し
、
民
は
氣
が
付
か
な
い
、
と
い
う
狀
態
こ
そ
が
、
賢
明
な
君
主
で
あ
ろ
う
か
」。

文
中
子
曰
。
事
者
、
其
取
諸
仁
義
而
有
謀
乎
。
雖
天
子
必
有
師
、
然
亦
何
常
師
之
有
。
唯
道
所
存
、
以
天
下
之
身
、
受
天
下
之
訓
、

得
天
下
之
道
、
成
天
下
之
務
、
民
不
知
其
由
也
、
其
惟
明
主
乎
。（
『
中
説
』
卷
五
「
問
易
」
篇
）

⑤

文
中
子
「
「
制
」
と
「
命
」
の
道
に
達
す
れ
ば
、
王
公
の
為
す
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
變
化
の
心
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。「
志
」
と
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「
事
」
の
道
に
達
す
れ
ば
、
君
臣
關
係
の
難
し
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ろ
う
か
。
仁
義
の
機
微
を
得
ら
れ
よ
う
か
。

子
曰
。
達
制
命
之
道
、
其
知
王
公
之
所
為
乎
。
其
得
變
化
之
心
乎
。
達
志
事
之
道
、
其
知
君
臣
之
所
難
乎
。
其
得
仁
義
之
幾
乎
。（『
中

説
』
卷
五
「
問
易
」
篇
）

「
志
」
と
「
事
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
制
」
と
「
命
」
の
前
段
階
と
い
う
面
が
あ
る
が
、
君
臣
が
話
し
合
っ
た
上
で
、
實
際
に
は
却
下

さ
れ
る
、
命
令
に
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
得
る
。
③
で
「
事
」
と
「
命
」
の
關
係
、「
志
」
と
「
制
」
の
關
係
を
説
い
て
、

「
仁
義
が
心
の
底
か
ら
出
る
の
で
な
く
て
は
、
世
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
「
非
仁
義
發
中
、
不
能
濟
也
」
）
と
言
い
、
⑤
に
「
「
志
」

と
「
事
」
の
道
に
達
す
れ
ば
、
君
臣
關
係
の
難
し
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ろ
う
（
「
達
志
事
之
道
、
其
知
君
臣
之
所
難
乎
」）
と
あ
る
の
は
、
要

す
る
に
「
事
」
と
「
志
」
と
は
、
皇
帝
と
臣
下
と
が
話
し
合
っ
た
が
、
皇
帝
が
命
令
を
發
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
事
柄
を
含
ん
で
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
そ
の
ほ
か
の
體
例
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
れ
ば
、
訓
・
對
・
贊
・
議
・
諫
は
い
ず
れ
も
臣
下
か
ら
君
主
へ
の
言
葉
で
あ
る
。

單
に
名
君
・
名
臣
の
嘉
言
を
集
め
る
と
い
う
よ
り
は
、
君
主
と
臣
下
の
や
り
取
り
、
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
實
際
に
出
さ
れ
る
制
度
や
詔
な

ど
を
見
る
こ
と
で
、
治
亂
興
亡
が
生
ず
る
所
以
を
示
し
、
そ
こ
に
關
わ
る
君
主
や
臣
下
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
意
圖
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、『
續
書
』
の
體
例
は
、
單
に
事
に
應
じ
て
新
た
な
形
式
を
増
や
し
た
、
と
い
う
よ
り
は
、
一
定
の
體
系

性
を
備
え
る
意
圖
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
、
體
例
を
備
え
る
、
と
い
う
こ
と
自
體
が
持
つ
機
能
に
つ
い
て
王
通
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
の
か
見
て
み
た
い
。
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二
．
體
例
に
よ
る
上
古
と
漢
魏
の
接
續

王
通
が
考
え
て
い
た
體
例
の
持
つ
役
割
を
考
え
る
上
で
、
王
通
が
持
つ
獨
特
の
經
書
觀
を
見
て
お
き
た
い
。

先
生
は
薛
收
に
言
っ
た
。「
昔
聖
人
が
述
べ
た
史
書
に
は
三
つ
あ
っ
た
。『
書
經
』
を
述
べ
た
こ
と
で
、
帝
王
の
制
度
が
整
っ
た
。
だ

か
ら
、
こ
れ
を
探
せ
ば
、
み
な
わ
か
っ
た
。
『
詩
經
』
を
述
べ
た
こ
と
で
、
盛
衰
の
原
因
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を

研
究
す
れ
ば
、
み
な
得
ら
れ
た
。『
春
秋
』
を
述
べ
た
こ
と
で
、
邪
正
の
跡
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
れ
を
考
究
す
れ
ば
、

み
な
當
た
っ
た
。
こ
の
三
者
は
、
い
ず
れ
も
史
書
か
ら
出
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
混
ぜ
こ
ぜ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

聖
人
は
こ
の
三
つ
を
分
け
た
の
だ
。」

子
謂
薛
收
曰
。
昔
聖
人
述
史
三
焉
。
其
述
書
也
、
帝
王
之
制
備
矣
、
故
索
焉
而
皆
獲
。
其
述
詩
也
、
興
衰
之
由
顯
、
故
究
焉
而
皆
得
。

其
述
春
秋
也
、
邪
正
之
跡
明
、
故
考
焉
而
皆
當
。
此
三
者
、
同
出
於
史
而
不
可
雜
也
。
故
聖
人
分
焉
。（
『
中
説
』
卷
一
「
王
道
」
篇
）

文
中
子
は
『
書
經
』
『
詩
經
』『
春
秋
』
に
は
、
そ
れ
ら
が
編
纂
さ
れ
た
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
に
應
じ
た
用
途
が
存
在
し
、
讀
む

者
は
そ
れ
ら
に
正
し
く
取
り
組
む
こ
と
で
、
相
應
し
い
道
理
が
得
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
經
書
の
本
來
の
役
割
は
、

特
定
の
用
途
の
た
め
に
殘
さ
れ
た
記
錄
、
つ
ま
り
は
史
書
に
由
來
す
る
、
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る

。
文
中
子
の
こ
の
經
書
觀
が
、
單
な

（15）

る
言
い
っ
ぱ
な
し
で
は
な
い
こ
と
は
、
彼
の
續
經
の
諸
作
が
、
ま
さ
に
こ
の
構
想
の
下
で
編
纂
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

賈
瓊
が
『
續
書
』
を
習
っ
て
い
て
、「
桓
榮
之
命
」
の
と
こ
ろ
に
至
っ
た
。
文
中
子
「
盛
大
で
あ
る
こ
と
だ
、
光
武
帝
と
明
帝
の
功
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績
は
。
天
は
し
っ
か
り
と
こ
れ
を
見
て
お
り
、
ど
う
し
て
謙
讓
に
よ
っ
て
終
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。」

賈
瓊
習
書
至
桓
榮
之
命
。
曰
。
洋
洋
乎
、
光
明
之
業
。
天
實
監
爾
、
能
不
以
揖
讓
終
乎
。（
『
中
説
』
卷
一
、
王
道
篇
）

こ
の
「
揖
讓
」
に
つ
い
て
、
先
行
す
る
『
中
説
』
の
譯
注
は
い
ず
れ
も
阮
逸
注
を
踏
襲
し
て
、
光
武
帝
の
王
子
彊
が
明
帝
へ
位
を
讓
っ

た
故
事
を
指
す
と
解
す
る
が
、
こ
の
件
に
桓
榮
は
關
與
し
て
い
な
い
た
め
適
切
で
な
い
。
そ
も
そ
も
、
楊
炯
「
王
子
安
集
原
序
」
に
よ
る

と
、『
續
書
』
は
漢
魏
か
ら
晉
代
に
至
る
ま
で
の
詔
命
を
集
め
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
、
ま
た
『
續
書
』
が
『
尚
書
』
を
模
倣
し
た
體
例

を
持
つ
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、「
桓
榮
之
命
」
の
よ
う
に
「
命
」
と
篇
名
に
あ
る
篇
は
、
『
尚
書
』「
微
子
之
命
」
な
ど
と
同
じ
く
、
册
封

を
命
ず
る
詔
や
、
册
封
に
至
る
功
績
を
揭
載
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
桓
榮
と
の
關
わ
り
で
言
え
ば
、
永
平
二
年
（
五
九
）
十
月
に
、
後

漢
の
明
帝
が
、
皇
太
子
時
代
の
師
で
あ
る
桓
榮
を
拝
し
て
五
更
の
官
を
與
へ
、
關
内
侯
、
食
邑
五
千
戸
に
封
じ
た
際
の
詔
が
『
後
漢
書
』

明
帝
本
紀
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
、
桓
榮
は
既
に
病
床
に
あ
り
、
謝
恩
を
表
し
た
上
で
爵
土
の
辭
退
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
心
配

し
た
明
帝
が
自
ら
桓
榮
の
も
と
へ
見
舞
い
に
訪
れ
、
見
舞
い
品
を
賜
っ
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
桓
榮
が
死
去
す
る
と
、
明
帝
は
喪
に
服
し
、

命
じ
て
そ
の
亡
骸
を
首
山
へ
と
葬
っ
た
と
あ
る
（
以
上
、『
後
漢
書
』
明
帝
本
紀
、
桓
榮
傳
）
。
『
中
説
』
の
引
用
文
の
「
能
不
以
揖
讓
終

乎
」
と
は
、
こ
の
桓
榮
の
册
封
に
對
す
る
辭
退
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
手
厚
い
埋
葬
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
桓
榮
の
故
事
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、「
命
」
と
い
う
語
を
伴
う
こ
の
篇
名
そ
の
も
の
が
、
『
尚
書
』
に
表
さ
れ
る
聖

賢
の
記
事
を
想
起
さ
せ
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
振
り
返
れ
ば
、
本
節
の
冒
頭
で
引
用
し
た
王
道
篇
に
「
其
述
書
也
、
帝

王
之
制
備
矣
、
故
索
焉
而
皆
獲
」
と
あ
る
よ
う
に
、
王
通
は
『
尚
書
』
を
讀
む
者
は
、
こ
の
書
を
通
じ
て
「
帝
王
の
制
度
」
を
探
し
た
、

と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
王
通
は
、『
尚
書
』
の
體
例
を
用
い
て
、
『
後
漢
書
』
の
歷
史
記
事
を
再
編
す
る
こ
と
で
、
後
漢
と
い

う
、
上
古
の
世
と
比
べ
れ
ば
、
王
通
に
と
っ
て
ま
だ
想
像
の
及
ぶ
、
比
較
的
近
い
時
代
の
歷
史
記
事
を
、
は
る
か
上
古
の
『
尚
書
』
に
記
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載
さ
れ
る
聖
賢
の
世
界
へ
と
自
然
な
形
で
接
續
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
史
書
の
世
界
か
ら
經
書
的
な
聖
賢
の
世
界
へ
の
接
續
と
い
う
仕

掛
け
は
、「
命
」
の
よ
う
な
『
尚
書
』
と
『
續
書
』
に
共
通
し
て
存
在
す
る
篇
名
に
だ
け
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、『
續
書
』
全

體
の
構
想
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
以
下
の
二
例
か
ら
う
か
が
え
る
。

文
中
子
は
言
っ
た
。
「
「
誡
」
は
ま
こ
と
に
至
っ
て
い
よ
う
。
古
の
英
明
な
君
主
は
、
ま
だ
見
て
い
な
い
こ
と
で
も
愼
重
に
し
、
ま
だ

聞
い
て
い
な
い
こ
と
で
も
惧
れ
畏
ま
っ
た
。
盆
に
戒
め
を
刻
み
込
み
（
『
禮
記
』
「
大
學
」
篇
に
見
え
る
湯
王
の
故
事
）
、
幾
や
杖
に

戒
め
を
掘
り
込
み
（
『
大
戴
禮
記
』
「
武
王
踐
阼
」
篇
に
見
え
る
武
王
の
故
事
）、
じ
っ
と
し
て
い
る
時
で
も
い
つ
も
注
意
し
、
行
動

す
る
時
も
過
ち
が
な
か
っ
た
の
は
、「
誡
」
の
効
用
で
あ
ろ
う
か

。
（16）

文
中
子
は
言
っ
た
。
「
「
議
」
は
、
實
に
天
下
の
心
を
盡
く
し
て
い
よ
う
。
昔
、
黃
帝
は
合
宮
に
て
賢
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
堯
帝

は
衢
室
に
て
民
衆
の
問
を
聞
き
、
舜
帝
は
總
章
に
て
善
事
の
報
告
を
聞
い
た
（
い
ず
れ
も
『
管
子
』「
桓
公
問
」
篇
）、
い
ず
れ
も

「
議
」

の
こ
と
を
言
う
。
偉
大
な
こ
と
だ
、
天
下
の
計
畫
を
す
べ
て
集
約
し
、
天
下
の
智
慧
を
集
め
、
そ
う
し
て
理
が
得
ら
れ
る
。

自
分
は
何
を
す
る
の
か
、
自
ら
を
恭
し
く
し
て
南
面
す
る
の
み
だ

。」

（17）

「
誡
」「
議
」
は
、『
續
書
』
の
體
例
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、『
尚
書
』
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
聖
王
に
「
誡
」「
議
」
に

相
當
す
る
故
事
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
諸
書
に
見
え
る
よ
う
な
聖
王
の
故
事
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
故
事
は
『
續
書
』
で

言
う
と
こ
ろ
の
「
誡
」
「
議
」
と
い
う
形
式
で
括
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
王
通
は
考
え
て
い
た
。
『
續
書
』
に
お
い
て
「
誡
」
「
議
」
と
い

う
新
た
な
體
例
を
作
る
こ
と
で
、
王
通
の
意
識
と
し
て
は
、
史
書
の
事
柄
を
同
樣
の
行
為
を
し
た
經
書
的
な
聖
賢
の
地
平
へ
と
つ
な
げ
た

の
で
あ
る
。
更
に
、
以
下
の
よ
う
に
弟
子
に
『
續
書
』
の
あ
る
形
式
で
『
尚
書
』
に
な
い
も
の
を
王
通
に
問
う
て
も
、
王
通
は
『
尚
書
』
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で
記
さ
れ
て
い
る
故
事
に
そ
れ
を
つ
な
げ
て
説
明
す
る
。

薛
收
が
言
っ
た
。「
「
贊
」
は
古
の
世
に
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。」
文
中
子
「
堯
舜
の
時
代
こ
そ
盛
ん
だ
っ
た
。
大
禹
や
臯
陶

は
そ
れ
に
よ
っ
て
天
に
順
い
命
に
安
ん
じ
た
の
だ
。」

薛
收
曰
。
贊
、
其
非
古
乎
。
子
曰
。
唐
虞
之
際
、
斯
爲
盛
。
大
禹
・
臯
陶
、
所
以
順
天
休
命
也
。（
『
中
説
』
卷
六
「
禮
樂
」
篇
）

こ
れ
に
據
れ
ば
、
『
續
書
』
の
「
贊
」
と
は
贊
助
、
助
言
の
言
葉
・
文
章
と
考
え
ら
れ
、
『
尚
書
』「
大
禹
謨
」
に
見
え
る
益
の
禹
へ
の
助

言
や
、
「
皋
陶
謨
」
に
見
え
る
皋
陶
の
禹
へ
の
助
言
を
そ
の
典
型
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
、
比
較
的
自
分
の

生
き
る
時
代
と
近
い
歷
史
書
の
記
事
の
世
界
を
、
は
る
か
上
古
の
『
尚
書
』
に
代
表
さ
れ
る
聖
賢
の
世
界
へ
と
接
續
す
る
手
法
は
、
自
然

と
彼
の
生
き
た
時
代
に
最
も
近
い
治
世
で
あ
る
漢
王
朝
の
時
代
へ
の
敬
慕
と
い
う
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

文
中
子
は
言
っ
た
。
「
二
帝
三
王
（
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
武
）
に
つ
い
て
は
、
私
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
兩
漢
を
措
い
て
ど
う

し
て
滿
足
で
き
よ
う
か
。
偉
大
な
こ
と
だ
、
七
制
の
主
（
漢
の
高
祖
・
文
帝
・
武
帝
・
宣
帝
・
光
武
帝
・
和
帝
・
章
帝
）
は
。「
仁

義
公
恕
」
に
よ
っ
て
天
下
を
統
治
し
た
。
夫
役
は
簡
略
で
、
刑
法
は
明
朗
で
、
君
子
は
そ
の
道
を
楽
し
み
、
小
人
は
安
心
し
て
生
活

で
き
た
。
四
百
年
間
、
天
下
に
二
心
な
か
っ
た
の
は
、
民
衆
の
心
を
つ
な
ぐ
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
禮
樂
に
よ
っ
て
終
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
三
王
に
も
等
し
い
盛
擧
だ
っ
た
。」

文
中
子
曰
。
二
帝
三
王
、
吾
不
得
而
見
也
、
舍
兩
漢
將
安
之
乎
。
大
哉
七
制
之
主
、
其
以
仁
義
公
恕
統
天
下
乎
。
其
役
簡
、
其
刑
清
、

君
子
樂
其
道
、
小
人
懷
其
生
。
四
百
年
間
、
天
下
無
二
志
、
其
有
以
結
人
心
乎
。
終
之
以
禮
樂
、
則
三
王
之
舉
也
。（
『
中
説
』
卷
二

「
天
地
」
篇
）

以
上
の
言
葉
か
ら
は
、
王
通
の
漢
制
に
對
す
る
厚
い
信
頼
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
漢
制
の
そ
の
向
こ
う
に
は
堯
舜
や
三
代
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の
聖
賢
の
世
を
見
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
更
に
『
中
説
』
に
お
け
る
『
論
語
』
の
も
じ
り
、
と
い
う
方
法
も
同

樣
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
は
『
續
書
』
の
記
事
で
は
な
い
も
の
の
、『
中
説
』
に
見
え
る
歷
史
人
物
の
評
價
で
あ
る
。

あ
る
も
の
が
荀
彧
と
荀
攸
の
こ
と
を
問
う
た
。
文
中
子
「
い
ず
れ
も
賢
者
だ
。
」
質
問
者
「
生
死
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」
文
中
子
「
生

き
て
は
時
を
救
い
、
死
し
て
は
道
を
明
ら
か
に
し
た
。「
荀
氏
に
二
仁
有
り
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。」

或
問
荀
彧
、
荀
攸
。
子
曰
。
皆
賢
者
也
。
曰
。
生
死
何
如
。
子
曰
。
生
以
救
時
、
死
以
明
道
。
荀
氏
有
二
仁
焉
。（『
中
説
』
卷
四
「
周

公
」
篇
）

こ
こ
で
、
王
通
は
、
後
漢
末
の
曹
操
に
仕
え
た
荀
彧
（
一
六
三
～
二
一
二
）
と
荀
攸
（
一
五
七
～
二
一
四
）
を
「
荀
氏
に
二
仁
有
り
」
と
評

價
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
論
語
』
の
「
殷
に
三
仁
有
り
」
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
。『
論
語
』『
孟
子
』
に
據
れ
ば
、
殷
末
期
の
殷
の
皇

族
の
比
干
と
箕
子
と
微
子
と
は
、
歩
ん
だ
道
は
各
々
異
な
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
殷
に
忠
義
を
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
。
荀
彧
は

初
期
か
ら
曹
操
の
覇
業
に
協
力
し
た
曹
操
の
參
謀
役
で
あ
る
が
、
い
よ
い
よ
曹
操
が
漢
か
ら
九
錫
を
受
け
よ
う
か
、
と
い
う
段
に
至
る
と
、

そ
れ
に
反
對
し
た
こ
と
で
曹
操
と
の
關
係
が
惡
化
し
、
最
終
的
に
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
（
『
後
漢
書
』
）
。
他
方
、
弟
の
荀
攸
は
曹

操
を
支
え
續
け
た
。
先
の
『
中
説
』
の
一
節
は
、
死
に
追
い
込
ま
れ
た
荀
彧
は
魏
の
建
國
に
反
對
す
る
こ
と
で
道
を
明
ら
か
に
し
、
生
き

殘
っ
た
荀
攸
は
曹
操
を
支
え
て
世
の
秩
序
を
保
と
う
と
し
た
と
い
う
點
で
、
殷
の
三
仁
と
同
樣
、
歩
ん
だ
道
は
異
な
っ
て
も
、
い
ず
れ
も

仁
者
だ
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
『
中
説
』
に
は
、
魏
の
曹
植
に
つ
い
て
「
陳
思
王
は
善
く
讓
る
な
り
」（
魏
相
篇
）
と
評

價
す
る
一
節
も
あ
り
、
こ
れ
は
『
論
語
』
の
「
泰
伯
は
三
た
び
天
下
を
以
て
讓
る
」
の
泰
伯
に
擬
え
た
言
葉
で
あ
る
。
曹
植
は
曹
操
の
後

繼
者
と
し
て
目
さ
れ
な
が
ら
、
あ
え
て
後
繼
者
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
で
、
弟
の
曹
丕
へ
と
讓
っ
た
と
さ
れ
、
そ
う

し
た
行
い
を
王
通
は
、
周
の
太
王
の
長
子
で
あ
り
な
が
ら
、
弟
へ
讓
位
し
た
泰
伯
に
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
『
論
語
』
の
一
節
を
も
じ
っ
て
、
後
世
の
人
物
を
古
の
聖
賢
に
擬
え
る
『
中
説
』
の
手
法
は
、
い
わ
ば
體
例
に
よ
っ
て
上

古
と
漢
魏
を
接
續
さ
せ
た
『
續
書
』
の
方
法
の
應
用
編
と
も
言
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
王
通
は
、
史
書
の
世
界
と
經
書
の
世
界
を

接
續
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
．
變
化
の
道
と
し
て
の
體
例
の
變
更

「
體
例
」
の
設
定
に
よ
っ
て
上
古
と
魏
晉
の
接
續
を
目
指
し
た
王
通
で
あ
る
が
、
上
古
に
既
に
あ
る
體
例
を
變
更
す
る
と
い
う
こ
と
自

體
に
對
し
て
、
王
通
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
に
な
る
記
述
が
あ
る
。

文
中
子
「
唐
堯
・
虞
舜
の
道
は
眞
っ
直
ぐ
で
寛
大
だ
っ
た
の
で
、
禪
讓
に
よ
っ
て
終
わ
り
を
迎
え
た
。
必
ず
聖
人
が
繼
承
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
決
ま
っ
た
繼
承
方
法
な
ど
設
け
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
道
は
實
に
廣
く
、
後
の
時
代
に
は
及
ぼ
し

得
な
か
っ
た
。
夏
・
商
の
道
は
眞
っ
直
ぐ
で
簡
素
だ
っ
た
の
で
、
放
伐
に
よ
っ
て
終
わ
り
を
迎
え
た
。
必
ず
聖
人
が
輔
弼
し
て
く
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
自
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
道
も
ま
た
廣
く
、
後
の
時
代
に
は
制
度
と
し
得
な

か
っ
た
。
も
し
私
を
任
用
し
て
く
れ
る
者
が
い
る
と
し
た
ら
、
私
は
周
公
の
為
し
た
こ
と
を
為
そ
う
か
。」

子
曰
。
唐
虞
之
道
直
以
大
、
故
以
揖
讓
終
焉
。
必
也
有
聖
人
承
之
、
何
必
定
法
。
其
道
甚
闊
、
不
可
格
於
後
。
夏
、
商
之
道
直
以
簡
、

故
以
放
弒
終
焉
。
必
也
有
聖
人
扶
之
、
何
必
在
我
。
其
道
亦
曠
、
不
可
制
于
下
。
如
有
用
我
者
、
吾
其
為
周
公
所
為
乎
。
（
『
中
説
』

卷
二
「
天
地
」
篇
）
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堯
・
舜
の
世
に
禪
讓
が
存
在
し
た
の
は
、
位
を
繼
承
で
き
る
聖
人
が
い
た
か
ら
で
、
夏
・
殷
が
世
襲
し
た
の
は
王
を
輔
弼
で
き
る
聖
人

が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
狀
況
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
方
法
は
異
な
る
の
で
あ
り
、
永
遠
不
變
の
制
度
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
理
想
的
な
あ
り
方
が
あ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
承
け
る
べ
き
は
承
け
、
助
け
る
べ
き
は
助
け
る
周
公
の
よ
う
な
あ
り
方
だ
、

と
文
中
子
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
變
更
す
る
こ
と
へ
の
意
識
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
中
子
の
『
續
詩
』
に
對
す
る
考
え
方
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。

文
中
子
「
諸
侯
は
詩
を
獻
上
せ
ず
、
天
子
は
諸
國
の
民
謠
（=

風
）
を
集
め
ず
、
樂
官
は
「
雅
」
を
演
奏
せ
ず
、
史
書
は
詩
風
の
變

（
「
變
風
」「
變
雅
」
の
よ
う
な
衰
世
の
形
態
の
詩
）
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
あ
あ
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
随
分
と
久
し
い
。『
詩

經
』
を
續
け
な
い
わ
け
に
い
こ
う
か
。」

文
中
子
曰
。
諸
侯
不
貢
詩
、
天
子
不
採
風
、
樂
官
不
達
雅
、
國
史
不
明
變
。
嗚
呼
、
斯
則
久
矣
。
詩
可
以
不
續
乎
。（
『
中
説
』
卷
五

「
問
易
」
篇
）

こ
の
一
節
は
興
味
深
い
。
採
詩
の
制
度
の
よ
う
な
、
か
つ
て
『
詩
經
』
を
支
え
て
い
た
周
の
制
度
は
既
に
崩
壞
し
、「
風
」
や
「
雅
」

の
よ
う
な
『
詩
經
』
の
形
式
は
す
で
に
滅
ん
で
い
る
と
王
通
は
説
い
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
か
つ
て
の
『
詩
經
』
の
體
例
は
す
で
に
効
力

を
失
っ
て
い
る
と
彼
は
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
『
中
説
』
は
そ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、『
詩
經
』
を
續
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
と
説
い
て
い
る
。
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
で
言
う
「
續
」
と
は
、
す
で
に
効
力
を
失
っ
た
枠
組
み
を
形
骸
化

し
て
も
な
お
繼
續
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。『
詩
經
』
の
續
編
で
あ
る
『
續
詩
』
の
體
例
に
つ
い
て
、
王
通
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

薛
收
が
『
續
詩
』
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
文
中
子
「
四
名
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
五
志
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
何
を
四
名
と
言
う
か
。

一
に
「
化
」
と
言
い
、
天
子
は
こ
れ
に
よ
っ
て
天
下
を
教
化
す
る
。
二
に
「
政
」
と
言
い
、
蕃
臣
は
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
風
俗
を
移



- 155 -

す
。
三
に
「
頌
」
と
言
い
、
成
し
遂
げ
た
功
績
を
神
明
に
報
告
す
る
。
四
に
「
歎
」
と
言
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
に
訓
誨
を
述
べ
た

り
戒
め
を
立
て
た
り
す
る
。
凡
そ
こ
の
四
者
は
あ
る
も
の
は
「
美
」、
あ
る
も
の
は
「
勉
」、
あ
る
も
の
は
「
傷
」、
あ
る
も
の
は
「
惡
」
、

あ
る
も
の
は
「
誡
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
「
五
志
」
と
呼
ぶ
。」

薛
收
問
續
詩
。
子
曰
。
有
四
名
焉
、
有
五
志
焉
。
何
謂
四
名
。
一
曰
化
、
天
子
所
以
風
天
下
也
。
二
曰
政
、
蕃
臣
所
以
移
其
俗
也
。

三
曰
頌
、
以
成
功
告
於
神
明
也
。
四
曰
歎
、
以
陳
誨
立
誡
於
家
也
。
凡
此
四
者
、
或
美
焉
、
或
勉
焉
、
或
傷
焉
、
或
惡
焉
、
或
誡
焉
、

是
謂
五
志
。

こ
れ
に
據
れ
ば
、
『
續
詩
』
は
傳
統
的
な
い
わ
ゆ
る
詩
の
三
體
（
風
・
雅
・
頌
）
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、「
四

名
」
と
い
う
独
自
の
分
類
で
編
纂
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
こ
の
う
ち
「
頌
」
は
共
通
）。
ま
た
、「
五
志
」（
「
美
」「
勉
」「
傷
」「
惡
」

「
誡
」
）
と
い
う
區
別
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
詩
の
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
内
容
の
位
相
で
の
區
別
を
説
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
第
二

章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
王
通
は
か
つ
て
『
詩
經
』
が
で
き
た
目
的
は
、
「
盛
衰
の
原
因
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お

り
、
そ
れ
は
王
通
に
と
っ
て
『
詩
經
』
の
精
神
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
王
通
に
と
っ
て
、『
詩
經
』
を
支
え
た
制
度
の
崩
壞
、

體
例
の
無
効
化
は
、
『
詩
經
』
の
精
神
の
滅
亡
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
王
通
は
「
四
名
」
の
よ
う
に
、『
詩
經
』
と
は
異
な
る
、
新

た
な
形
式
に
よ
っ
て
彼
の
生
き
た
時
代
の
詩
を
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
詩
の
價
値
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
と

な
り
、
ひ
い
て
は
王
朝
の
盛
衰
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
自
身
が
考
え
る
『
詩
經
』
の
精
神
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
彼

は
考
え
た
の
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
に
も
言
う

。
（18）

文
中
子
「
『
續
詩
』
に
「
化
」
が
あ
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
先
王
に
「
雅
」
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。『
續
詩
』
に
「
政
」
が
あ

る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
列
國
に
「
風
」
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
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子
謂
續
詩
之
有
化
、
其
猶
先
王
之
有
雅
乎
。
續
詩
之
有
政
、
其
猶
列
國
之
有
風
乎
。（
『
中
説
』
卷
三
「
事
君
」
篇
）

楊
炯
「
王
子
安
集
原
序
」
に
よ
る
と
、『
續
詩
』
は
六
朝
の
樂
府
詩
を
集
め
て
編
纂
し
た
よ
う
で
あ
る

。「
化
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

（19）

で
ま
と
め
た
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
民
衆
教
化
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
皇
帝
や
王
侯
の
作
品
を
收
錄
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

曹
操
や
曹
植
、
曹
丕
の
よ
う
に
、
三
國
か
ら
六
朝
に
か
け
て
、
皇
帝
や
王
侯
か
ら
時
代
を
代
表
す
る
文
人
を
輩
出
し
て
い
た
時
代
狀
況
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
政
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、『
詩
經
』
の
國
風
の
よ
う
な
民
衆
の
作
で
な
く
と
も
、
地
方
官
な
ど

の
作
品
を
、
地
方
の
風
俗
を
傳
え
る
も
の
と
し
て
收
錄
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
詩
經
』
の
「
雅
」「
風
」
の
形
式
に
固
執
し
て
い
れ

ば
、
扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
作
品
を
、
體
例
を
變
更
す
る
こ
と
で
す
く
い
上
げ
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
な

體
例
を
變
更
す
る
と
い
う
行
為
に
對
す
る
王
通
の
意
識
は
、
以
下
に
記
述
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。

文
中
子

「
物
事
の
變
化
に
通
ず
れ
ば
（
『
周
易
』「
繫
辭
下
傳
」
）
、
天
下
に
時
宜
に
合
わ
な
い
法
な
ど
な
く
な
る
。
方
法
に
固
執
す

れ
ば
、
天
下
に
善
な
る
教
化
は
な
く
な
る
。
だ
か
ら
「
す
べ
て
は
そ
れ
を
行
な
う
人
次
第
だ
」（『
周
易
』
繫
辭
上
傳
）
と
言
う
の
だ
。」

子
曰
。
通
其
變
、
天
下
無
弊
法
。
執
其
方
、
天
下
無
善
教
。
故
曰
。
存
乎
其
人
。（
『
中
説
』
卷
四
「
周
公
」
篇
）

特
定
の
方
法
に
固
執
す
る
限
り
、
よ
き
教
化
は
行
い
得
ず
、
時
代
の
變
化
に
適
切
に
通
じ
る
こ
と
で
、
時
宜
に
適
っ
た
方
法
を
創
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
王
通
に
と
っ
て
は
こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
『
續
書
』
と
『
續
詩
』
に
お
け
る
體
例
の
變
更
こ
そ
、
ま
さ
に

こ
の
實
踐
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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さ
い
ご
に

本
書
で
考
察
し
た
文
中
子
の
思
想
に
つ
い
て
、
そ
の
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
簡
單
に
指
摘
し
た
い
。
宋
代
の
儒
者
で
王
通
を
最
も
尊

崇
し
た
人
物
は
、
朱
熹
と
同
時
代
の
人
物
で
、
永
康
事
功
學
派
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
陳
亮
（
號
は
龍
川
。
一
一
四
三
～
一
一
九
四
）
で
あ
っ

た
。
陳
亮
は
朱
熹
と
有
名
な
王
覇
・
義
利
論
爭
を
交
わ
し
た
際
に
、
『
中
説
』
を
援
引
す
る
こ
と
で
、
朱
熹
に
對
抗
し
た
。
陳
亮
は
以
下

の
よ
う
に
言
う
（
『
陳
亮
集
（
増
訂
本
）
下
』
卷
二
十
八
、
乙
巳
春
書
・
乙
二
）。

王
通
に
以
下
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
（
伏
羲
・
黃
帝
な
ど
の
上
古
の
世
の
こ
と
を
記
し
た
と
さ
れ
る
）
皇
墳
・
帝
典
に
つ
い

て
は
、
私
は
知
り
よ
う
も
な
い
。
三
代
の
法
に
よ
っ
て
天
下
を
統
御
す
る
の
で
な
く
て
は
、
國
を
危
う
く
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
や

む
を
得
な
け
れ
ば
、
兩
漢
の
制
度
で
あ
ろ
う
か
。
兩
漢
の
制
を
用
い
な
け
れ
ば
、
天
下
を
治
め
よ
う
と
し
て
も
ま
っ
た
く
亂
れ
て
し

ま
う
で
あ
ろ
う
」（
『
中
説
』
天
地
篇
）
と
。
王
通
は
す
で
に
「
漢
王
朝
は
「
仁
義
公
恕
」
に
よ
っ
て
天
下
を
治
め
た
」（
『
中
説
』
天

地
篇
）
と
評
價
し
て
い
る
の
に
、
秘
書
（
＝
朱
熹
）
は
無
理
に
、
漢
王
朝
は
仁
義
に
假
託
し
て
統
治
し
た
と
説
き
ま
す
。
心
は
時
と

し
て
亡
ぶ
と
い
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
し
ょ
う
。
千
五
百
年
ず
っ
と
亡
ん
で
い
る
、
と
い
う
の
は
正
し
い
で
し
ょ
う
か
。
法
が
時
と

し
て
廢
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
し
ょ
う
。
千
五
百
年
ず
っ
と
廢
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
正
し
い
で
し
ょ
う
か

。

朱
熹
た
ち
道
學
者
が
言
う
よ
う
に
、
統
治
者
の
心
が
統
治
の
功
業
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
周
以
降
、
も
っ
と
も
安
定
し
た

王
朝
で
あ
っ
た
漢
や
唐
の
名
君
に
は
立
派
な
心
が
あ
っ
た
は
ず
だ
、
陳
亮
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。
隋
代
に
生
き
る
王
通
に
と
っ
て
、
比

較
的
近
い
時
代
で
最
も
繁
榮
し
た
王
朝
は
、
兩
漢
で
あ
っ
た
。
そ
の
兩
漢
の
繁
榮
を
も
た
ら
し
た
も
の
こ
そ
が
、
「
兩
漢
の
制
」
で
あ
っ
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た
。
堯
舜
三
代
の
安
定
し
た
統
治
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
聖
王
の
仁
義
の
心
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
仁
義
の
心
の
何
た
る
か
を
知
り

得
る
、
も
っ
と
も
確
實
な
手
が
か
り
に
な
る
の
は
「
漢
代
の
制
度
」
以
外
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
陳
亮
は
王
通

か
ら
、
經
書
的
理
想
世
界
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
手
近
な
安
定
し
た
時
代
の
事
柄
を
取
り
出
す
方
法
を
學
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。

朱
熹
が
こ
の
よ
う
な
陳
亮
の
思
想
に
脅
威
を
感
じ
た
の
は
、
何
も
漢
・
唐
の
評
價
を
め
ぐ
っ
て
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
堯
舜
・
三

代
の
權
威
を
貶
め
、
經
學
の
規
範
性
そ
の
も
の
を
危
險
に
さ
ら
す
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
中
子
の
學
問
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
「
彼
に
は
こ
ん
な
考
え
が
あ
っ
た
ん
だ
、
堯
舜
や
三
代
も
た
だ
後
世
と
同
じ
で
、
た
だ

偶
然
に
で
き
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
、
と
ね
。
」
質
問
「
彼
の
『
續
詩
』『
續
書
』
の
意
圖
も
た
だ
そ
の
よ
う
で
す
。
」
そ
こ
で
（
文
中

子
が
）
賈
瓊
に
答
え
る
數
か
所
を
取
り
上
げ
て
言
っ
た
。
先
生
「
近
日
の
陳
亮
が
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
彼
は
程
先
生

の
「
帝
王
は
道
に
よ
っ
て
天
下
を
治
め
、
後
世
は
ひ
た
す
ら
智
力
に
よ
っ
て
天
下
を
掌
握
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
嫌
う
ん
だ
。
こ
の

言
葉
は
ま
さ
に
彼
の
問
題
點
を
説
き
得
て
い
る
か
ら
、
彼
は
嫌
が
っ
た
ん
だ

。」

（20）

漢
唐
の
名
君
が
、
堯
舜
や
三
代
と
同
じ
地
平
に
い
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
史
書
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
見
ら
れ
る
彼
ら
後
世
の
名
君
の

瑕
疵
も
、
聖
賢
へ
重
ね
る
こ
と
で
糊
塗
し
得
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
は
や
經
書
は
規
範
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
經
書

は
現
實
の
堕
落
を
防
ぎ
、
改
革
の
道
し
る
べ
と
な
る
規
範
で
は
な
く
、
も
は
や
現
實
を
粉
飾
す
る
た
め
の
道
具
と
陥
っ
て
し
ま
う
。
朱
熹

の
危
惧
す
る
の
は
そ
の
點
に
こ
そ
あ
り
、
そ
の
懸
念
は
陳
亮
が
尊
ぶ
王
通
に
も
當
て
は
ま
る
と
言
え
る
。『
中
説
』
で
の
荀
彧
も
よ
い
例

で
あ
る
。
朱
熹
な
ど
は
、
そ
れ
ま
で
曹
操
の
覇
業
に
積
極
的
に
協
力
し
て
お
い
て
、
曹
操
の
企
み
を
荀
彧
が
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
も
な
く
、

な
ん
で
も
す
ぐ
に
『
論
語
』
に
擬
え
た
が
る
王
通
の
惡
い
癖
が
出
た
も
の
と
し
て
笑
っ
て
い
る

。
以
上
の
よ
う
に
、
王
通
『
中
説
』
に

（21）

見
え
る
、
經
書
的
な
理
想
世
界
と
、
史
書
的
な
現
實
世
界
を
連
續
さ
せ
、
手
近
な
歷
史
を
通
じ
て
、
經
書
的
理
想
世
界
を
覗
こ
う
と
す
る
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方
法
は
、
宋
代
に
は
陳
亮
な
ど
事
功
學
派
へ
と
繼
承
さ
れ
た
一
方
で
、
朱
熹
に
は
、
理
想
を
も
た
ら
す
規
範
と
し
て
の
經
書
獨
自
の
、
史

書
と
は
異
な
る
價
値
を
ま
す
ま
す
強
く
自
覺
さ
せ
た
と
言
え
る
。

紙
幅
の
都
合
で
觸
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
な
、
史
書
と
し
て
の
『
尚
書
』
の
意
義
に
、
體
例
分
け
と
い

う
點
に
見
出
す
觀
點
は
、
そ
の
後
、
長
ら
く
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
が
、
遙
か
後
世
の
清
代
の
學
者
、
章
學
誠
に

影
響
を
與
え
て
い
る
。
章
學
誠
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
六
經
皆
史
説
が
、
王
陽
明
に
由
來
し
、
王
陽
明
の
説
が
『
中
説
』
を
踏
ま
え
る

こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
體
例
に
着
目
す
る
觀
點
で
も
、
影
響
を
與
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

注
（

）
王
通
の
略
傳
に
つ
い
て
は
、
市
川
本
太
郎
「
隋
の
大
儒

文
中
子
の
思
想
」（
『
國
士
舘
大
學
人
文
學
會
紀
要
』
第
三
號
、
一
九
七

1

一
年
、
所
收
）
を
參
照
。

（

）
晁
公
武
、『
郡
齋
讀
書
志
』
の
『
阮
逸
注
中
説
』
の
解
題
に
引
か
れ
る
『
隋
唐
通
錄
』
の
説
。

2
（

）『
隋
書
』
に
王
通
の
傳
が
な
い
こ
と
に
關
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
鄧
小
軍
「
《

隋
書

》
不
載
王
通
考
」
（
『
四
川
師
範
大
學

3

學
報
・
社
會
科
學
版
』
第
二
十
一
卷
、
第
三
期
、
一
九
九
四
年
七
月
）
を
參
照
。
鄧
氏
は
、
王
通
の
弟
、
王
凝
が
唐
の
貞
觀
期
に
、

觀
察
御
史
と
し
て
侯
君
集
を
彈
劾
し
た
際
に
、
罪
が
長
孫
無
忌
に
及
ん
だ
た
め
、
そ
の
後
、
長
孫
無
忌
が
『
隋
書
』
の
監
修
官
と

な
る
と
、『
隋
書
』
の
作
者
は
長
孫
無
忌
を
憚
っ
て
、
王
通
の
傳
を
載
せ
な
か
っ
た
、
と
考
証
す
る
。
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（

）
王
通
に
は
『
元
經
』
と
い
う
著
作
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
宋
代
に
存
在
し
た
『
元
經
』
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
は
既
に
朱
熹
が

4

指
摘
し
て
い
る
。
現
存
す
る
『
元
經
』
も
こ
の
偽
作
で
あ
る
。

（

）
『
中
説
』
の
思
想
に
關
す
る
近
年
の
研
究
は
以
下
の
通
り
。
佐
藤
一
好
「
心
迹
論
：
王
通
か
ら
二
程
へ
」
（
『
中
國
研
究
集
刊
』
第

5

五
號
、
一
九
八
八
年
、
所
收
）
。
ま
た
、
砂
山
稔
「
成
玄
英
の
思
想
に
つ
い
て
―
重
玄
と
無
爲
を
中
心
と
し
て
―
」（
『
日
本
中
國

學
會
報
』
第
三
十
二
集
、
一
九
八
〇
年
、
所
收
）
も
、
王
通
の
心
迹
論
が
、
成
玄
英
の
本
迹
論
に
影
響
を
與
え
、
こ
れ
が
更
に
周

惇
頤
の
「
自
無
極
而
爲
太
極
」
の
論
理
の
形
成
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
に
觸
れ
る
。
ま
た
、
庄
司
莊
一
「
陳
亮
の
學
」
は
、
王
通

の
漢
王
朝
の
功
業
へ
の
贊
美
の
姿
勢
が
、『
中
説
』
の
愛
讀
者
で
あ
る
陳
亮
の
、
漢
唐
は
王
道
政
治
を
行
っ
た
と
評
價
す
る
歷
史

觀
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
黒
田
亮
『
支
那
心
理
思
想
史
』（
小
山
書
店
、
一
九
四
八
年
）、
羅
雪
飛
「
從

儒
釋
互
動
視
角
看
契
嵩
禅
師
對
文
中
子
的
評
價
」（『
船
山
學
刊
』

、
二
〇
一
四
年
）
は
、『
中
説
』
の
心
迹
論
が
、
北
宋
の
禅
僧
、

契
嵩
の
心
迹
論
へ
影
響
を
與
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
池
田
恭
哉
「
王
通
「
中
説
」
の
受
容
と
評
價
―
そ
の
時

代
的
な
變
遷
を
た
ど
っ
て
」（
『
南
北
朝
時
代
の
士
大
夫
と
社
會
』
二
〇
一
八
年
、
研
文
出
版
社
、
所
收
）
は
、
古
文
復
興
運
動
に

連
な
る
諸
儒
が
文
中
子
顯
彰
に
關
わ
っ
て
き
た
狀
況
を
明
ら
か
に
す
る
。

（

）
文
中
子
に
登
場
す
る
唐
初
の
名
臣
の
多
く
が
、『
中
説
』
の
作
者
に
よ
る
假
託
で
、
王
通
と
は
無
關
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

6

と
は
、
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
の
『
中
説
』
に
對
す
る
提
要
が
論
じ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
對

し
、
吉
川
忠
夫
氏
は
「
文
中
子
考
―
と
く
に
東
皐
子
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」（
『
史
林
』
五
三
卷
、
二
號
。
一
九
七
〇
年
）
で
、

王
通
の
弟
、
王
績
の
『
東
皐
子
集
』
に
基
づ
い
て
、
少
な
く
と
も
陳
叔
達
、
温
彦
博
、
杜
淹
、
魏
徴
た
ち
は
、
文
中
子
の
學
團
と

交
流
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
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（

）『
郡
齋
讀
書
志
』
の
『
阮
逸
注
中
説
』
の
解
題
に
據
る
。

7
（

）
注
（

）
を
參
照
。

8

5

（

）
本
稿
で
引
用
す
る
『
中
説
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
中
説
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
に
據
っ
た
。

9
（

）
本
稿
と
同
樣
の
關
心
を
持
っ
た
王
通
に
關
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
平
岡
武
夫
『
經
書
の
傳
統
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
）

10

第
一
章
「
孔
子
復
興
と
歷
史
叙
述
の
形
式—

王
通
の
續
尚
書
」
を
參
照
。
平
岡
氏
は
王
通
が
『
春
秋
』
の
よ
う
な
編
年
體
や
『
史

記
』『
漢
書
』
の
よ
う
な
紀
傳
體
を
採
用
せ
ず
、「
尚
書
體
」
を
採
用
し
た
こ
と
の
意
義
を
論
ず
る
。

（

）『
中
説
』
問
易
篇
「
子
曰
。
事
之
於
命
也
、
猶
志
之
有
制
乎
。
非
仁
義
發
中
、
不
能
濟
也
。
」、『
中
説
』
問
易
篇
「
賈
瓊
習
書
、
至

11

郅
惲
之
事
、
問
於
子
曰
。
敢
問
事
命
志
制
之
別
。
子
曰
。
制
命
、
吾
著
其
道
焉
、
志
事
吾
著
其
節
焉
。」
に
據
れ
ば
、「
事
」
も
『
續

書
』
の
形
式
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（

）『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
「
臣
等
昧
死
上
尊
號
、
王
為
泰
皇
。
命
為
制
、
令
為
詔
、
天
子
自
稱
曰
朕
。」

12
（

）
『
中
説
』
問
易
篇
「
薛
收
曰
。
帝
制
其
出
王
道
乎
。
子
曰
。
不
能
出
也
。
後
之
帝
者
、
非
昔
之
帝
也
。
其
雜
百
王
之
道
、
而
取
帝

13

名
乎
。
其
心
正
、
其
跡
譎
。
其
乘
秦
之
弊
、
不
得
已
而
稱
之
乎
。」

（

）『
獨
斷
』「
制
書
、
帝
者
制
度
之
命
也
、
其
文
曰
制
詔
。
三
公
赦
令
、
贖
令
之
屬
是
也
」

14
（

）
こ
の
王
通
の
經
書
觀
は
「
六
經
皆
史
」
説
を
説
い
た
清
代
の
章
學
誠
に
先
行
し
て
い
る
と
言
え
る
。

15
（

）『
中
説
』
卷
六
「
禮
樂
」
篇
「
敬
愼
所
未
見
、
悚
懼
所
未
聞
。
刻
於
盤
盂
、
勒
於
幾
杖
。
居
有
常
念
、
動
無
過
事
。
其
誡
之
功
乎
。」

16
（

）『
中
説
』
卷
五
「
問
易
」
篇
「
文
中
子
曰
。
議
、
其
盡
天
下
之
心
乎
。
昔
黃
帝
有
合
宮
之
聽
、
堯
有
衢
室
之
問
、
舜
有
總
章
之
訪
、

17

皆
議
之
謂
也
。
大
哉
乎
、
并
天
下
之
謀
、
兼
天
下
之
智
、
而
理
得
矣
。
我
何
為
哉
、
恭
己
南
面
而
已
。」
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（

）「
漢
魏
迄
於
晉
代
、
刪
其
詔
命
為
百
篇
、
以
續
書
。
甄
正
樂
府
取
其
雅
奧
為
三
百
篇
、
以
續
詩
。」

18
（

）
李
小
成
「
王
通
的
《
續
詩
》
與
《
詩
經
》
」（
『
齊
魯
學
刊
』
第
一
八
三
期
、
二
〇
〇
四
年
）

19
（

）『
語
類
』
卷
一
三
七
「
戰
國
漢
唐
諸
子
」
「
問
文
中
子
之
學
。
曰
。
它
有
箇
意
思
、
以
為
堯
舜
三
代
、
也
只
與
後
世
一
般
、
也
只
是

20

偶
然
做
得
著
。
問
。
它
續
詩
續
書
、
意
只
如
此
。
因
舉
答
賈
瓊
數
處
説
、
曰
。
近
日
陳
同
父
便
是
這
般
説
話
。
它
便
忌
程
先
生
説
、

帝
王
以
道
治
天
下
、
後
世
只
是
以
智
力
把
持
天
下
。
正
緣
這
話
説
得
它
病
處
、
它
便
忌
。」

（

）『
語
類
』
卷
一
三
七
「
戰
國
漢
唐
諸
子
」
「
如
中
説
一
書
、
都
是
要
學
孔
子
。
論
語
説
泰
伯
三
以
天
下
讓
、
它
便
説
陳
思
王
善
讓
。

21

論
語
説
殷
有
三
仁
、
它
便
説
荀
氏
有
二
仁
。」


